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The Cherry Orchard
Mikuni Yanaihara Project
Text, Direction: Mikuni Yanaihara [Japan]
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 　演劇（と呼ばれるような）作品を作るようになっ
て10年近く経つ。始めた当初はこんなの演劇じゃ
ないとか、ただ喚いてるだけだとか、ある作品のア
ンケートでは「ゴキブリ演劇」とまで書かれながら
も、ここまでやってきた。「ゴキブリ演劇」とは、こ
れ名言！　「ゴキブリ」でもけっこうだが、いちおう
「演劇」と呼んでくれるのかとひそかに嬉しく思っ
た。そもそもニブロールでダンスを作っていても、
こんなのダンスじゃないと1000万回くらいは言わ
れているので、いまさらなにを言われてもへっちゃ
らである。私にとってそれが演劇かダンスかとい
う分類にはあまり意味がない。それでも言葉を主
として扱う舞台芸術が演劇と呼ばれるのなら、私は
そのフィールドで勝負したいと思っている。
　出演する役者たちに言わせると、私の書く言葉
は独特らしい。独特というと聞こえがいいが、要は
発声しづらく、覚えづらい、ということらしい。そ
れは普通の人が言葉を選ぶまでの経緯というか、
言葉として結びつけられるまでのイメージの通り道
が違っているからかもしれないとなんとなく思う。
作品を観た人に、言葉が先にあるのか、体が先に
あるのか、とよく聞かれる。どちらが先か、という
よりも、たとえば詩人たちが意味の付随する言葉を
はるか遠くへ押しやるように、私も意味が付随する
まえの言葉をかすめとるように捕まえたいとは思っ
ている。意味なんかに意味はない。と、ときに思う。
　たとえばいま右の手に１という数字と、左の手に
3という数字が想像できるなら、その間にあるはず
の架空の2という数字を思い描く。そして「ワン、
ツー、スリー！」と言ってみたくなる。それをノート
にメモしたくなる。そんな衝動に突き動かされて
言葉をとらえたいと私は思っている。右手と左手
の間にある言葉が架空なら、そこには未来も過去

も現在すらなくて、時間を失った言葉たちはどこへ
向かうのだろうかと想像をめぐらすことができる。
どこか遥か遠い場所をさまよって、やがては「ワ
ン、ツー、スリー！」というひとつのかけ声になって、
私の体を突き動かすのだろうかと。そんなふうに
言葉にたいして向き合うときがある。そこにはま
ず体がある。右手と左手がある。「ワン、ツー、ス
リー！」と体が動いたとき、その次にどんな言葉が
発せられるのか。考えるまでもなく言葉は落ちてく
る。それを言葉の世界の人は感覚的だとか、意地
の悪い人であれば単なる思い付きだと言うのかも
しれない。それでも私にとってそれらは偶然な言
葉ではない。言葉にたいして体が動くのか、それ
とも体にたいして言葉が発せられるのか、私にとっ
てそれは重要な問題でもある。「そうだ！」と言っ
て拳を突き上げるのか、突き上げられた拳に「そう
だ！」という言葉を見つけるのか。そこの境界線を
行ったり来たりしながら、言葉というものを探って
いる。
　今回の作品『桜の園』は、一本の桜の木をめぐる
いくつかの物語で構成されている。桜を伐るか、
否か。そこにいる人たちにはそれぞれの主張があ
り、賛成があり、反対があり、ある人の意見は一見
正しいことのようでもあり、もう一方は一見悪いこ
とのようでもあり、果たしてそこには正解はない。
ただ彼らにはそれぞれの正義がある。人間関係や、
環境、生い立ち、そして社会的な立場などが、彼ら
にそれぞれの正義を与える。一本の桜の木をどう
見るか。出演者にはできるだけ多くの視点で言葉
を発するよう伝えた。役者の体が一本の桜の木を
中心にいくつもアプローチを生み出し、台本はど
んどん書き換えられていく。その言葉は机の上に
はないと思う。ときに言葉は意味を失い、時間を

演出ノート
矢内原美邦

失い、どこか遠くの方をさまよいはじめる。どこま
でが体で、どこまでが言葉なのか。その境界線で
揺れ動く言葉を、すり抜けながらかっさらいたい！　
そんなふうに思う。
　私は100年後には確実に死んでいるわけですが、
きっと言葉は残る。現状からの脱却が未来のない
未来につながる。ような気がしている。言葉を書
くということはきっとみっともない体をさらけだし
ながら生きることを見つけるようなものなのかな、
と最近思っている。それを出演者たちと共有し、
観客と共有できたら、それでこの作品はオッケーな
のだ。　　

やないはら・みくに
1997年パフォーミング・アーツカンパニー、
ニブロールを結成。数々の海外のフェスティ
バルに招聘され、先端的な劇場として知ら
れるThe Kitchen（NY）での単独公演も行う。
2005年、演劇作品に取り組むミクニヤナイ
ハラプロジェクトを始動、2012年『前向き！
タイモン』で第56回岸田國士戯曲賞を受賞

した。off-Nibroll名義で美術作品も制作、アニメ『ホッタラケの島』の
振付を担当するなど、領域を横断する活動を続けている。日本ダンス
フォーラム大賞、横浜市文化芸術奨励賞受賞。近畿大学舞台芸術学
科准教授。
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「故郷を失う」とは……？

─本作では庭園をめぐる人々の思惑や運命が、
チェーホフ『桜の園』の変奏のようなかたちで展開し
ます。まず、山本さん演じる曽我部は、庭園地主の
子孫。しかし、ラネーフスカヤと違って、土地を売ろ
うとする立場なんですよね。
山本　曽我部は自分のことを、家族の中で虐げら
れ、弟が優位にいると思っている。それでも他の
人から見たら明らかに裕福です。どこか人を見下
しているようなところは、僕にもあるのかもしれな
いですが、お金持ちの苦労や葛藤といったものが、
実感としてわからなくて。その辺りを、これから掴
んでいきたいと考えているんですけれども。
矢内原　山本くんは『前向き！ タイモン』では農民
役がすごく合っていたんですよ。こういう、金持ち
のひとかけらもない人が、金持ちをやったらどうな
るんだろう？　という面白さで配役してみたという
のもあります。でもまあ、すごい貧乏とすごい金持
ちって、似ているかもしれないね。
山本　そうかもしれないですね。あの農民役と曽
我部って、卑屈だったりずる賢かったりするところ

が、どこか共通します。
─一方、土地を売らずにそのまま残してほしいと
願って活動しているのが、“緑を守る会”のメンバー
であるユウキです。
笠木　デモや沖縄の基地問題についてのニュース
でもなんでも、次第に忘れられていく中で、たった
一人だけになっても闘い続ける人って、社会に誤
解され孤独に見える時がありがちですよね。信じ
ているものを守ろうとした時、果たして自分はその
最後の一人になれるだろうかという葛藤が、ユウキ
という役にも私自身にもあります。社会問題に対
してどこか当事者ではないような生き方をしがち
な状況の中で、今回の役をもらい、舞台の中だけ
でも、最後まで闘う人間になろうと思っています。
矢内原　ユウキは既に故郷を失ってしまっていて、
だからこそ、庭園を守りたい、もう誰にも失ってほ
しくない、と願っている人。そこが、チェーホフの
『桜の園』と違います。『前向き！ タイモン』のツ
アーで東北に行った時、故郷を失うとはどういうこ
となのか、今書いたり演じたりしておかないといけ
ないと考えたんです。そして、この役として真っ先
に浮かんだのが、福島出身の笠木さんでした。彼

つかめない未来、なくしたくないもの
女の故郷であるいわき市も、もう元のいわきではな
いだろうし。
笠木　うちはギリギリのところで津波の被害はな
かったんですが、自分の記憶にある海沿いでは流
されてしまった地区や風景もあって。原発も近い
ので、東京では知り得ない現実が、実家では当た
り前にあります。みんな元気にやっていますが、見
えないものもひっくるめて失っていて、それを「故
郷を失った」と言えるのだと思います。（都市開発
推進会社のミタを演じる）鈴木くんも実家はいわき
で、親戚がやっているお蕎麦屋さんが流されたん
だよね。復活したお店に、食べに行ったよね。
鈴木　そうなんです。代々続いていた蕎麦屋で、
津波でもろに流されて。もう辞めるかっていう話
になっていたのですが、道の駅でやれることになっ
て。今は繁盛しているみたいです。
─代々といえば、曽我部の土地を継いで来た祖先
が、菊沢さん演じる幽霊となって現れますね。
菊沢　この幽霊は曽我部に対し、100年前の先祖
だと言いつつ、父親だとも言っていて、支離滅裂。
幽霊なんて、いると思い込んでいる人がいるから
存在するのかもしれない。故郷にしても、自分が
それを故郷だと信じているからそこにある。もし
記憶喪失になったら、俺の故郷である門司という町
は、自分の中から消えるわけじゃないですか。
─川上さんが演じる占い師のミミも、この幽霊の存
在を認識するようです。
矢内原　ミミは実は“偽物”なんです。というか、
乗っ取られる状態を、自分で作っている。
川上　最初は先祖のことをすごく考えて演じてい
たのですが……。自分自身を洗脳しているってい
うことですよね？
矢内原　西洋の宗教や神様と違って、日本では先
祖が神様になったりして土着する。それは明治に
なって廃止されそうになったけれど、住んでいる人
達の抵抗によって神社として残った。これは柳田
國男によると画期的なことらしいです。先祖が助
けてくれるという気持ちが、日本人には強い。そう
いう宗教観を利用する新興宗教も多くて、ミミもそ
の一人です。

不確定な未来に向かって「生きてる？」

─登場人物それぞれの守りたいものへの思いが錯
綜する本作。皆さんにとっては？
佐々木　僕が今、一番失いたくないのは、新潟に
いる親や兄弟です。昨日も、菊沢さんと川上さん
と一緒に稽古場から帰る途中、お友達が亡くなら
れたという話を聞いていたら、胸がきゅーっとなっ
て、親に「生きてる？」って電話して。親父は寝て
いたんですけど（笑）。新潟は何度も震災にも遭っ
ていて、海沿いで地盤も緩いので、ちょっと強い地
震があると色々なものが壊れて「あれ、何もない」
みたいなことになる。帰るたびに何かが違うんで
すけど、大好きな故郷です。
矢内原　（川上に）鳥取は？
川上　鳥取は離れてから好きになりました。小さ
いころは兵庫に住んでいたので、「めっちゃ田舎
じゃねえか」って思う一方、クラスでは「変な言
葉」っていじめられていて、「鳥取、むかつく」と
思っていました。でも、離れて見ると、自然があっ
て良いところだなあと。
菊沢　俺は悲惨な幼少期を過ごしたから、故郷の
北九州は好きじゃないし、帰りたいとは思わない。
結婚しているので、守りたいものと聞かれたら自分
の家族です。これから生まれるかもしれない子供
とか。ただ、仏壇は今の家にあるんですよ。ひい
じいちゃんはかろうじて覚えているけど、それより
上はわからないから、せめて名前くらい聞いておく
べきだなと思っています。
川田　私、この間、家系図を作ったんです。うちの
親が先祖に興味がない人で、私もお墓の場所すら
知らなかったのですが、この夏にたまたま仕事で両
親が育った九州に行く用事があったので、ついでに
と思い、父の実家で戸籍をかき集めて。面白かっ
たですね。十何人兄弟がいたり、疫病が流行った
のか同じ年に何人も亡くなっていたり。それを見
てからお墓参りに行ったので、お墓に刻まれた名前
も、これあの人でしょ、あの人でしょって。新鮮で
した。私は父の仕事の関係でフィリピンのマニラ
で生まれて埼玉で育ったんですが、マニラにも一
回行かなきゃなって思っています。何か、呼ばれて
いるような気もするし……。

矢内原美邦×出演者座談会

左から、光瀬指絵、川田希、川上友里、笠木泉、矢内原美邦、菊沢将憲、佐々木至、山本圭祐、鈴木将一朗



76

作・演出：矢内原美邦
出演：笠木 泉、鈴木将一朗、光瀬指絵、山本圭祐、川田 希、川上友里、
菊沢将憲、佐々木 至
映像：佐藤信介
美術：曽我部昌史
美術アシスタント：丸山美紀、長谷川明
衣装：スズキタカユキ
ヘアメイク：河西幸司
ヘアメイク・アシスタント：堀川知佳、舟崎彩乃
舞台監督：鈴木康郎
演出部：大津英輔
照明：伊藤 馨

映像撮影クルー
監督：佐藤信介 
撮影：与那覇政之
撮影助手：大竹正悟、戸羽正憲
特機：平川真司、沼田真隆
制作：丸岡るみ子

宣伝美術：石田直久
メインビジュアル・ヘアメイク：EBI
映像テクニカル：須藤崇規
音響コーディネート：相川 晶（有限会社サウンドウィーズ）、木下真紀
制作：奥野将徳（precog）、植松侑子・横堀応彦（フェスティバル /トーキョー）
制作アシスタント：藤井さゆり
インターン：阿部侑加、田中秀樹、三竿文乃
フロント運営：三五さやか
協力：オンビジュアル、オフィス ワン・ツー・スリー、エースエージェント、
スターダストプロモーション、舞プロモーション、ニッポンの河川、劇団はえぎわ、
急な坂スタジオ、Angle pictures、神奈川大学曽我部研究室、マチデザイン、
長谷川明建築設計事務所、日本大学佐藤慎也研究室、湯山千景、ニブロール

記録写真：片岡陽太
記録映像：須藤崇規 

製作：ミクニヤナイハラプロジェクト
共同製作・企画・主催：フェスティバル /トーキョー

Text, Direction: Mikuni Yanaihara
Cast: Izumi Kasagi, Syoichiro Suzuki, Yubie Mitsuse, Keisuke Yamamoto, 
Nozomi Kawata, Yuri Kawakami, Masanori Kikuzawa, Itaru Sasaki
Video: Shinsuke Sato
Stage Design: Masashi Sogabe
Stage Design Assistants: Miki Maruyama, Akira Hasegawa
Costumes: Takayuki Suzuki
Hair & Makeup: Koji Kasai
Hair & Makeup Assistants: Chika Horikawa, Ayano Funasaki
Stage Manager: Koro Suzuki
Stage Assistant: Eisuke Otsu
Lighting: Kei Ito

Video Crew
Director: Shinsuke Sato
Camera: Masayuki Yonaha
Camera Assistants: Shogo Otake, Masanori Toba
Grips: Shinji Hirakawa, Masataka Numata  
Production Co-ordination: Rumiko Maruoka

Advertising Design: Naohisa Ishida
Main Visual Design, Hair & Makeup: EBI
Video Technician: Takaki Sudo
Sound Co-ordination: Akira Aikawa (Sound Weeds Inc.), Maki Kinoshita
Production Co-ordination: Masanori Okuno (precog), Yuko Uematsu, 
Masahiko Yokobori (Festival/Tokyo)
Assistant Production Co-ordination: Sayuri Fujii
Interns: Yuka Abe, Hideki Tanaka, Ayano Misao
Front of House: Sayaka Sango
In co-operation with On Visual, Office ONE, TWO, THREE, Ace Agent, 
STARDUST PROMOTION, INC., MY Promotion, Nippon no Kasen, Haegiwa, 
Steep Slope Studio, Angle pictures, Kanagawa University Sogabe Studio, 
matidesign, Akira Hasegawa Studio, Nihon University Shinya Satoh Studio, 
Chikage Yuyama, Nibroll

Photography: Yohta Kataoka
Video Documentation: Takaki Sudo

Produced by Mikuni Yanaihara Project
Co-produced, planned and presented by Festival/Tokyo

矢内原　指絵ちゃんも呼ばれたもんね。
光瀬　はい。私、祖母が沖縄、祖父が台湾の人な
んですが、祖父と祖母がすぐ離婚したので、私は
台湾に行ったことも祖父に会ったこともないんで
す。ところが一昨年、アジア舞台芸術祭のプロジェ
クトとして、美邦さんの作品で、台湾の俳優二人と
三人芝居を作ることになり、日本を発つ数日前に、
父が亡くなったんです。そうしたら美邦さんが、父
の話を芝居に関係させたいと言ってくれて。台湾
でお墓を探したりしました。
矢内原　ドキュメンタリーとフィクションが混じった
劇にしたんです。
─こうして少しお話をうかがっただけでも、皆さん

それぞれ多様なルーツなり思い出なりをお持ちだと
いうことがよくわかりました。
矢内原　家族や子供を守りたいという声がありま
したけど、私自身は、輝かしい未来が待っているな
んて、これっぽっちも思いません。日本が戦争す
る可能性はどんどん上がっているし、世界中が今、
不確定な未来に向かって突き進んでいる。私達
は、表現する上で、そのことに気づかなきゃいけな
いんです。だけど、私みたいな「家族なんか守りた
くねえよ」と思っている根暗な人間がやると、葛藤
は生まれない。だからこそ、明るい未来を考えて
いる俳優たちに、そういう私の思いを突きつけなが
ら、日々稽古しているんです。

 （取材・文＝高橋彩子／撮影＝長谷川敬介）

激しく、緻密に！　俳優泣かせの稽古場より

　稽古場での矢内原は“鬼”だ。最初に行うのは、柔軟
体操とストレッチ。「これくらい、ちっともキツくない！」
「遊んでんのか」と矢内原が檄を飛ばしながら、俳優達
の身体をグイグイと押す。「毎日やるんだよ。そうすれ
ばもっと声も出るし動けるようになるんだから」。
　続いて、本稽古開始。怒濤のような早口の台詞と激
しい動き、場面のリフレインといった、矢内原作品特有
の芝居が展開する。「（リフレインの）1回目は何もせず、
2回目で手を挙げます」「4回目で歩いて来て、この台詞
のあとでそっちを向いて」など、矢内原が事細かに指示
して決めていく。言葉一つ、動き一つが、次の言葉や
動きのきっかけとなるため、ごく小さな言い間違いや動
きのずれも致命的だ。まさに一触即発。
　俳優にしてみれば、動きながら、今は繰り返しの何回
目なのか、どの向きや姿勢で言うのかを判断して演じる
だけでもひと苦労のはず。しかし矢内原は、台詞の明
瞭さやニュアンス、さらには、役としての感情表現をど
う込めるか、といったことをも厳密に要求する。
「厳しくて志が高い現場。技術的にも肉体的にもつい
て行くので必死です」（光瀬）、「全部見抜かれるから、
ごまかしが効きません。中途半端な気持ちで挑むと台
詞に負ける。全部をぶつけないと言えないんです」（川
上）、「身体と向き合うという、役者の原点を感じます」
（川田）……と、俳優達が語るハードな現場。矢内原
作品のエネルギーはこうして生まれていくのだ。


